
大草谷津田いきものの里自然観察会 

冬のバードウォッチングを楽しもう！ 

藤井 佳代（千葉市） 

日 時：2025 年 1 月 19 日（日）10：30～12：00 天候：曇り 

参加者：13 名（大人 11 名 子ども 2名） 

担当指導員：木下・岡田・藤井、 参加指導員：相吉 

 

この時期らしい寒さの中、曇り空ですが風はなく、鳥を見るにはよい日和の観察会になりました。 

１０時半、双眼鏡の使い方を説明して、全員で出発です。「今年は野鳥が少ないので、鳴き声を頼

りに見つけましょう」と声をかけ、耳を澄ませて歩きました。しかし、下見の時には確認できたキジバト

やウグイスの声もしないし、アオジやモズの姿もまったく見当たりません。広場のあたりでしばらく粘

りましたが、見られたのはカラスとヒヨドリくらいでした。なぜこんなに鳥がいないのか？夏が暑すぎ

たから？地球の気候は大丈夫なのか？など首をかしげながら、田んぼのほうへ向かいました。 

 田んぼでもやはり鳥は現れず。仕方がないので、用意してきた資料を使って、ヒヨドリクイズや混群

などの説明をしました。もう観察会も終盤になり、あきらめムードで田んぼのあぜ道を歩いていると、

お子さんが青い鳥を見つけたとのこと。なんと、カワセミでした！田んぼの脇の木の枝にじっと止ま

っているのを、望遠鏡や双眼鏡で観察しました。そして、ここからが観察ラッシュです。カワセミの横

にはジョウビタキのオス、そしてヨシ原には待望の混群が…。２～３０羽ほどのエナガやシジュウカラ

が飛び回ってエサを食べていました。ちょうど見やすい高さのところで、参加者も思い思いの鳥を堪

能できたのではないのでしょうか？姿こそ見えませんが、コゲラやヤマガラ、メジロなどの声もします。

なかなかその場を離れられず、終了時間も過ぎてしまって担当者はやきもきしました。 

ようやく区切りをつけて、鳥合わせ。「鳥から知る環境ものさし」の指標で、今日見た鳥を振り返り、

評価しました。結果は 50 点以上、田園的な環境でした。参加者からも、カワセミが見られてよかっ

た、楽しかったなどの好意的な感想をたくさんいただきました。鳥が少なくて心配しましたが、結果

的には大満足の観察会になりました。 
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